
R4. 2. 3

総合まちづくり部会報告

１．寺池公園 水辺が眺められる空間づくりについて

２．金剛中央公園の再編について

３．金剛中央公園・寺池公園・ふれあい大通りを活かした

再生まちづくり推進協議会について



寺池公園での親睦・交流会
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R2.11.1 寺池台五丁目 R2.11.15 寺池台一丁目

水辺に背を向けた店構え

水辺に背を向けて座る人達



R3.8.7 第1回寺ヶ池水利組合＆金剛地区 共同除草清掃活動
参加者21名：水利組合10名、金剛地区10名、富田林市1名

■8/7水利組合 現地打ち合わせ

①水利組合としての本来業務としていく。

②取組み内容について地域から
提案頂きたい。

③安全確保のため、
公園門柱を撤去願いたい。

④見回り等で釣り人等に注意喚起願いたい。
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水利組合＆金剛地区 今後の取り組み内容（案）
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11/20 水辺が眺められる空間づくり
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美化清掃前 美化清掃前

美化清掃状況 美化清掃状況



水辺が持つ本来の力(求心力)を活かす

45

『水辺の力』を寺池全体に拡げ、

金剛地区再生へと繋げて行きましょう



12/5 寺ヶ池水利組合総会（回答）

1. 金剛地区からの取組み提案については了解。

2. ①②③について、水利組合として金剛地区と共同で取り組む。

3. ③については、何処まで出来るか、実施しながら判断する。

4. 来年は、2/13(日)、6/5（日）、9/11（日）に実施する。

5. 他の箇所において、水利組合の管理にある草木について刈るこ
とは了解。富田林市と協議しながら進めてもらえば良い。

6. ⑨については、水利組合の管理責任も生じる。
柵の中に入って刈る場合には、併せて、釣り人等の侵入対策を
検討する必要が生じる。このため、事前に相談いただきたい。
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先ず、お花見の季節までに、寺池台五丁目側①②③と、

寺池台一丁目側⑧⑨の象徴的な場所で企画・実施し、

皆さま一緒に、お花見をしましょう。



事業資金の確保 ＆ 推進体制の整備

令和４年 お花見に向けた取組み（案）

１．2/13水利組合＆金剛地区（三角公園側）活動
①整備範囲：実施しながら活動範囲を確定
②活動項目：蔦等の伐木、集草・処分、安全対策

２．北公園（花見までにポイント的に水辺が見えるように）
①整備箇所：寺池台一丁会と現場立ち合いの上、決定
②活動項目：間伐、除草・集草・処分、安全対策

３．湖畔広場（通行止お花見＋里山散策）
①注意喚起看板の設置
②美化清掃活動
③さくらの植樹(Ｒ４冬、小学校連携)
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■活動資金確保（補助金申請）

①まちづくり初動期活動

サポート助成（府外郭団体）

②市助成金活用



金剛中央公園の再編について

茨木市市民会館跡地エリア整備計画

(公園に対して開放的な建築計画)

木製ベンチづくり

【市の取り組みと課題】
○Ｒ３ 施設等再整備基本構想の策定

⇒ R4年に何を行うのか、行動計画の議論・計画的な活動が必要
○Ｒ４ スポーツホールの建替え検討

⇒ 公園の利活用をよく考え、空間と一体的な建築計画であるべき
○施設・空間の計画・整備に併せ、愛着心・人材を育む仕組みが必要

⇒ 子どもから大人まで多くの方が関わるプログラムを組み込むべき
○各主体が個別バラバラに取り組み、相乗効果が得られていない

⇒ 主体の力を束ね、相乗効果を発現する方向でｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄすべき

芝生広場づくり
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市民会館跡地エリア

育てる広場プロジェクト



金剛中央公園の再編について
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2020.5 総合まちづくり部会

何のために行っているのか目標を見失わないよう、

下記整備目標は常に意識しておく
■ 整備目標

金剛地区の魅力・利便性を高め、

若い世代が住み続け、移り住みたく思え、

かつ、老若男女・社会的弱者全ての方が、

安心して豊かに暮らせる都市へと再生していく。

このため、右4点に取り組む。

総合まちづくり部会の R4年取り組み

Ｒ４年の取組み姿勢
①人が表に出ない街では賑わいは生まれない。人が表に出る街を如何に創るか
⇒高齢者から子供まで地域の多くの方々の関わりを増やす方策を練る。

②取組みが拡大するとマンパワーが不足する。行動できる人材を如何に増やすか
⇒連携の機会を創り、協力者を増やし、実践をとおしてリーダーを育てる。

このため、プロジェクトを起こし、人材を集め共同で企画・運営していく。

目的-1 : 子供から大人まで多くの方が関わる機会を創る。

目的-2 : 地域の方が親しみ喜んで利用する施設・空間・配置を検証する。

目的-3 : 社会実験の企画・運営を通して担い手（リーダー）を育てる。
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金剛中央公園・寺池公園・ふれあい大通りを活かした

再生まちづくり推進協議会
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【目 的】
金剛中央公園・寺池公園・ふれあい大通りを中心としたエリアにおいて、
地域住民、地域活動団体等が一体となって、これらが有する空間的な魅力を活かして、

①コミュニティの醸成やまちづくり担い手の参画を促進するとともに、
②快適で居心地のよい空間と交流機会を創出し、
③ひいては、金剛地区全体の魅力・文化の向上、金剛地区の再生に繋げていく。

１．構成 ： 正会員

目的に賛同し、目的を達成するための取組を自主的に行う地域住民（各自治会担当委員、
総合まちづくり部会員等）、地域活動団体、民間事業者等

協力会員

本活動を支援する地域活動団体、民間事業者、大学、個人、行政、施設管理者等

２．活動： ①エリアの将来像の取りまとめに関する活動
②将来像を実現するために必要となる空間の創出に関する活動
③施設・空間等の快適性・安全性・防犯性の向上に関する活動
➃コミュニティの醸成に関する活動
⑤上記活動に係るＰＲ・広報に関する活動
⑥その他目的の達成のために必要な活動

（仮称）金剛中央公園・寺池公園・ふれあい大通りを活かした

再生まちづくり推進協議会

行政支援・連携

施設管理者協議・調整・連携プロジェクトに応じて漸進的に拡大

各自治会員



Ｒ４ プロジェクト検討（議論材料）

■目的-1:子供から大人まで多くの方が関わる機会の創出

【例】○くつろげる芝生広場づくり、グラウンドゴルフヤードの良質化

○木製ベンチづくり、ペットツリーづくり

○倉庫のペインティング

■目的-2：地域の方が親しみ喜んで利用する施設・空間・配置の検証

【例】○快適な木陰空間づくり、地形を活かした芝生滑り台、仮設プール

○広いウッドデッキテラス、パラソル、パーゴラ等の設置

○コンテンツ提供（ワゴンショップ、キッチンカー、モルック等）

■活動にあたっての予算の確保
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○「官民連携まちなか再生推進事業」の活用（国土交通省 都市局）

エリアプラットフォームの構築、将来ビジョン等の新規策定


